令和５年度事業計画
【基本理念】
　　「みんなでささえあい　ともに生きていく　やさしいまちづくり」
　　津幡町社会福祉協議会は、地域の福祉推進の中核として、地域住民や社会福祉関係者の参加により、誰もが支え合いながら、共に生きる豊かで優しいまちづくりを目指します。
【法人運営関係】
（１）会務・組織の運営
　　①理事会・評議員会の開催　　　　②評議員選任・解任委員会の開催
　　③事業・会計監査の実施　　　　　④職員の各種研修体制等の充実と資質向上
（２）相談所の運営
　　①心配ごと相談所「くらしのサポート相談」の開設（毎月第２・第４水曜日）
人権擁護委員、生活困窮者自立支援員による相談　
②「無料法律相談」の開設（毎月第１・第３・第４木曜日）
金沢弁護士会、石川県司法書士会、石川県行政書士会による相談
（３）社会福祉大会の開催
　　第１５回津幡町社会福祉大会の開催
・多年にわたり社会福祉の発展に功労のあった社会福祉事業関係者の表彰
・講演会等の開催により、社会福祉向上への意識高揚を図る
（４）広報活動の推進
・広報誌「社協だより」年３回の発行（６月・１０月・２月）
・ホームページやポスター、チラシ等の情報発信の充実を図る
・福祉情報の提供・啓発
（５）募金活動の協力
・日本赤十字社社資の募集活動（５月強化月間）
・共同募金委員会による赤い羽根募金運動（１０月）・歳末たすけあい募金運動（１１月）の支援
　・共同募金助成事業の活用
（６）フードバンク・ネットの活用及びフードドライブ活動の推進
新規・フードドライブ活動の推進及び常時食料品等の寄贈受付
・特定非営利活動法人いしかわフードバンク・ネット等からの食品提供
・地域で取り組むフードドライブ活動の支援と関係団体等の連携
　　・地域住民のご理解をいただき、ふーどサポーターの登録周知活動を行う
（７）災害見舞金等給付事業
　　・火災発生など災害時による損害見舞金の給付
　　・日本赤十字社石川県支部津幡町分区及び民生児童委員との連携による避難用品の配付
【ボランティアセンター関係】
（１）ボランティアセンター事業
①ボランティアの登録・相談及び斡旋　
新規　②ボランティアの情報収集と分析・活用
③ボランティア活動保険の加入奨励
④ボランティア基礎講座の開催
⑤ボランティア連絡会を核とした研修、交流会の実施
⑥児童のボランティア活動普及事業の取り組み（継続：条南小学校）
⑦子どもたちができるボランティアの取り組み（中条小学校他）
⑧災害ボランティア講座の実施と町防災総合訓練への参加

（２）介護支援ボランティアポイント事業
介護支援ボランティア活動をとおしてボランティア自身の意欲向上及び地域貢献活動に対するポイント付与。
①事業の周知活動及び個々のボランティア頻度増加への勧奨
②いきいきサロンのボランティア登録者へ、他ボランティア活動へ挑戦できるよう勧奨
③いきいきサロンでのボランティア受入れ促進及びボランティア講師の発掘
④新たなボランティア受け入れ施設等の開拓

【権利擁護センター関係】
（１）福祉サービス利用支援事業
判断能力が低下した利用者を対象に日常的な金銭管理や福祉サービスの利用手続や相談支援を実施。
①生活困窮の相談等から当事業利用の検討を行い、関係機関と連携を図り支援に繋ぐ
②福祉専門員が適切なアセスメントを行い、生活支援員が具体的な本人への支援を行う
③町の権利擁護部会・幹事会・中核機関への参画
④地域の権利擁護講座の開催
⑤事業の普及啓発や当事業から成年後見制度利用等への円滑な移行のための連携
（２）地域ささえあい事業
手助けが必要な方の生活を地域社会全体で支えるため、手助けができる「協力会員」と手助けをしてほしい「利用会員」の合意で行われる相互援助活動を行う
①協力会員に向けた講座の開催
②新規の協力会員への積極的な活動依頼
③協力会員同士の意見交流や横の繋がりの場を提案、企画
④民生児童委員協議会、いきいきサロン、地区社協、地区委員会、関係機関への周知活動

⑤協力会員と担当職員が必要に応じ地域ケア会議へ出席
（３）生活福祉資金の相談
県社協からの受託事業で、生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者が資金の貸付と必要な相談を受けることにより生活の安定と経済的な自立を図ることを目的としている。
新規　①令和2年度・3年度に実施された新型コロナウィルス特例貸付事業にかかる償還業務
の円滑な遂行を行う（償還免除・償還猶予相談を含む）
新規　②償還業務に伴う生活困窮者の相談支援を人材確保と共に丁寧に行う
③県社協・石川中央保健福祉センター・地域包括支援センター・子ども家庭総合支援室及び消費生活センター等関係機関と連携を深めながら必要な支援に繋ぐ。
（４）町たすけあい金庫の運営
　　当社協独自の事業であり、生活困窮者に対し、緊急に必要な資金の融資を行い、経済的
な自立と生活の安定を図ることを目的とする。
①生活困窮者の経済的な救済支援と相談支援を行い生活問題の解決に取り組む。
②生活困窮者に対する緊急援護資金貸付や生活保護や年金受給までのつなぎ資金として
融資を行う。
　　③担当地区民生委員・石川中央保健福祉センター・地域包括支援センターとの連携を行
い、家計管理支援や福祉サービス利用支援事業等、適宜必要な支援に繋ぐ。
（５）生活困窮者支援
・フードパントリーの開催（年４回）
生活困窮者、社会福祉施設・団体及び子ども食堂等の社会福祉活動への支援
・生活困窮者の生活相談支援及び食糧支援

【地域福祉関係】
（１）福祉活動推進事業
①第３期津幡町地域福計画・地域福祉活動計画策定による、地域への概要説明
②町地域福祉計画・活動推進委員会、推進会議、活動会議へ参加
③社協主催の研修会を各地域で行えるように提案　
④地域活動の後方支援
（２）地域介護予防活動支援事業
①町包括ケア推進協議会、介護予防部会、認知症部会へ参加及び協力
②地区社協・委員会での介護予防活動への支援
③町内いきいきサロンへの支援
（3） 生活支援体制整備事業
1 地域課題を整理し、必要な支援体制づくりと活動の強化を図る
2 生活支援コーディネーターを中心に地域課題へ迅速に取り組める体制を整える
3 地域の第２層生活支援コーディネーターとの連携による生活支援の創出

（４）学習支援事業
生活困窮者自立支援事業に基づく、石川県と津幡町からの受託事業
生活困窮世帯の小・中・高生で、希望する児童の居場所づくりと自主学習を実施
　　　　　　　　　　【小学生】夏休みの午前５回
　　　　　　　　　　【中・高生】夏休みの夜５回、夏休み以降の夜１５回（計２０回）
　　　　　　　　　　　※実施日は水曜日
　　　　　　　　　　　※大学生や教師OBが、児童の学習をサポート
　　　　　　　　　　　※“はーちゃん食堂”による軽食の提供　

【親子支援センター関係】
（１）子育て支援事業
子育て家族が楽しみながら子育て出来るよう、子育て家族を支援する。
1 遊びの広場、友達作りの場、育児相談の場の提供。
2 子育て講習会や行事の開催
3 子育て情報の発信
新規　④プレパパ・ママ交流会の開催
これから子どもが生まれる父親と母親が一緒に楽しく子育てが出来るようなきっかけづくりを提供する。
新規　⑤中学校区別「つどいのひろば」の開催
　　　同じ地域で助け合いながら安心して子育てができるよう、情報交換や話し合いの場を
提供する。
　　　
（２）ファミリー・サポート・センター事業　　
育児を手伝ってもらいたい「依頼会員」と、育児を手伝いたい「提供会員」がお互いを理解し、地域で子育てを支えあうことを目的とする。
①子育てに配慮が必要な家庭には町関係機関と連携した支援を行う。
②ファミリー・サポート・センターに登録する多胎児世帯へは、町の多胎児家庭子育て　応援事業（双子以上）より配布される無料券利用の促進を図る。
提供会員が不足しているため、会員増加に努める。

新規（３）要支援対象児童見守り活動等推進事業
　　津幡町子ども家庭総合支援室より、要保護児童数は令和元年度１１４名でしたが、毎年、増え続け令和４年１２月時点では１７１名という現状がある。その要保護児童の中でも特に支援が必要と思われる世帯や子どもと関わりをつくり、自立を目指す。
1 お弁当等の配達から顔見知りの関係づくりをする。
2 居場所へ行ける子どもには、居場所の提供をする。
　　
　
【社会福祉法人連絡会の設立と地域貢献】
　　社会福祉法人の公益性・非営利性を踏まえ「地域における公益的な取組」の実施に関する責務規定が創設された。
　・町内８社会福祉法人による連絡会を開催し、法人の連携と協働により今後の地域課題の改善・解決に向けた取り組みを企画検討する。

【各福祉団体への活動支援】
（１）福祉団体
　　・津幡町民生児童委員協議会
　　・津幡町シニアクラブ連合会
　　・津幡町戦没者遺族会
　　・津幡町身体障害者福祉協議会
　　・津幡町母子寡婦福祉部会
　　・津幡町手をつなぐ育成会

（２）ボランティア等その他
　　・津幡町赤十字奉仕団
　　・津幡町ボランティア連絡会
　　・津幡町いきいきサロン連絡会

